
〈
研

究

論

文

４

〉

母
権
的
ロ
マ
ン
主
義
の
比
較
思
想
的
受
容
史

―
―
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
ー

一
　

は

じ

め

に

思
想
の
比
較
は
、
必
ず
し
も
二
人

の
思

想
家
の
異

同
を
論
じ

る
こ
と
に
つ

き
る
も
の
で
は
な
い
。
比
較
思

想
は
、
〈
時
間
－

空
間
－

関

係
〉
の
多
元

的

な
考
察
に
よ

っ
て
更
に
実
り
多
き
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
ー
チ

エ

と
と
も
に

ニ
ー
チ

ェ
に
先
ん
じ
て
デ
ィ
オ

エ
ン
ス
神
を
発
見
し
た
ス
イ
ス

ー

バ
ー

ゼ
ル
の
控
訴
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
官
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
の

『
母

権
論
』

は
、

ロ
マ
ン
主
義
的
な
元
型
的
思
惟
と
し
て

近
代
社
会
哲
学
の
大
き
な
底
流

を
成
し
て
い
る
。

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
リ
ー
デ
ル
が
最
近
ニ
ー
チ
ェ
研
究
に
お
い
て
指
摘
し
た
、

実
在
論
的
、
社
会
主
義
的
歪
曲
は
、
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン

『
母
権
論
』

に
つ
い

て
も
言
い
う
る
こ
と
で
あ
り
、
ナ
チ
ズ
ム
と
ス

タ
ー
リ

ニ
ズ

ム
と
に
お
い
て

理
論
仮
説
と
し
て
で
は
な
く
て

古
代
父

権
制
社
会
に
先
行
し
て
母
権
制
社
会

山
　
囗
　
廸
　
彦

が
普
遍

的
に
存
在
す
る
か
の
如
く
十
年
前
の
社
会
主
義
社

会
の
崩
壊
ま
で

ま

こ
と
し
や
か
に
説
か
れ
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
、
マ

ル

グ
ス
の
剰
余
価
値

学
説
と
と
も

に
、

キ
リ
ス
ト
教

に
対

す
る

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ
ブ
理
論
た
り
え
た
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
論
』

は
、
古
代
宗
教
観
念

の
象
徴
性
を
指
摘
し
え
た
『
古
代
人
墳
墓
象
徴
試
論
』

と
と
も

に
近
代
の
神

話
学
、
歴
史
学
、
文
学
、
法
哲
学
、
精
神
分
析
学
、
図
像
解
釈
学
、
都
市
論
、

フ
ェ
ミ

ニ
ズ

ム
な
ど
、
驚
く
ほ
ど
多
方
面

に
暗
示
的
、
明
示
的

に
受
容
さ
れ

て
き
た
。

本
稿
で
は
、
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
、
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
、
ヴ
ェ
ー
バ

ー
と
い
う

三
人
の
巨
匠
が
、
い
ず
れ
も

ロ
ー
マ
法
学

に
発
し
な
が
ら
も
狭
隘
な
学
問
領

域
を
乗
り
越
え
て
学
際
的
領
域

に
お
い
て
活
躍
す
る
に
至
り
つ
つ
も
、
な
お

ロ
マ
ン
主
義
的
思
惟
に
対
す
る
関
心
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
『
母
権
論
』

を
基
軸
と
し
て
立
証
し
、
前
二
者
が
ブ
ル
グ
ハ
ル
ト
や
ニ
ー
チ
ェ
と
と
も
に



バ
ー
セ

ル
対
抗
文

化
の
な
か
で
思
想
を
共

有
し
て
き

た
こ
と
、
そ
し
て
、
従

来

ロ
マ
ン
主
義
の
批
判
者
と
し
て
の
み

見
ら
れ
て
き

た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
遺
著

『
経
済

と
社

会
』

が
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
、
イ

ェ
ー
リ

ン
グ

の
強

い
影
響
下

に

お
い
て

成
立
し
た
こ
と
を
社
会
哲
学
の
面

か
ら

考
察
す

る
。
本
稿
は
二
〇
〇

〇

年
十

二
月
の
比
較
思
想
学
会
東
海
支
部
に
お
け

る
報

告
「
日
本
に
漂
着
し

た
エ
ラ
ス
ム
ス
」
に
連
続
す
る
報
告
で
あ
る
。

啓
蒙

主
義
の
崩
壊
が
様
々
の
局
面
に
お
い
て

政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
、

文
化

的
に
露
わ
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
制
度
に
お
い
て
も
思
想
に
お
い
て

も
反

啓
蒙
主
義
の
視
点
か
ら
の
再

検
討

が
不
可

避
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
バ

ハ

オ
ー
フ
ェ
ン
に
始
ま
る
母
権
的

ロ
マ
ン
主
義
の
流
れ
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎

的

な
座
標

軸
に
な
り
う
る
と
、
考
え

る
。

例
え
ば

、
学
会
誌

『
比
較
思

想
研
究
』
（
第
二
七
号
）
掲
載
の

諸
論
文
を

上

記

の
よ

う
な
視

点
か
ら
一
瞥
し
て
み
る
と
、
そ

の
ほ
と

ん
ど
が
母

権
的

ロ
マ

ン
主
義

と
の
関
係
を
秘
め
て
い
る
と
言
え

る
。

ヘ
ル
ダ
ー
は
ヴ
ィ
コ
や
ゲ
ー

テ
、

ハ
Ｉ

マ
ン
と
と
も
に
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
先
行

す
る
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン

主
義
の
潮
流
の
中
に
あ

っ
た
し
（
坂
部
論
文
）
、
特
集
の
テ

ー

マ
「
仏
教

と
キ

リ
ス
ト
教
」
は
、
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
が

ニ
ー
チ
ェ
と
共
有
し
た
問
題
関
心
で

あ
っ
た
（
岸
、
八
木
、
氣
多
論
文
）
。
自
然
的
宗
教
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
思
想
、

ン

シ
ュ
ー
ル
言
語
論

（
後
藤
、
千
田
、
上
田
論
文

）
な
ど
も
直
接
に
バ

ハ
オ

ー
フ
ェ
ン
の
著
述

に
係
わ

る
課

題
で
あ
る
。
『
比

較
思
想
研

究
』
（
第
二
七
号

別
冊
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お

い
て

も
事
情

は
ほ
ぼ
同

じ

で

あ
る
。

エ
ル

ン
ス

ト
・
ブ

ロ
ッ

ホ
は

『
自
然
法
と
人
間
的
尊
厳
』

の
中
で
、
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン

に
関
す

る
一
章

を
設

け
て

お
り
、
「
東

洋

と
西

洋
の
比

較
」

は
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
の
ア
ン
ン

ロ
ジ
ー
の

タ
イ

ト
ル
に
ほ
ぽ
同
一
で
あ
る
し
、
柳
田
国
男

の
民
俗
学
は
判
事
・
佐
喜
間
興
英

の
『
女
人
政
治
考
』
へ
の
序
文

を
介
し
て

バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
研
究
に
連
な
っ
て

お
り
、
祖
先
崇
拝
に
お
け
る
「
孝
」
は
、

バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
、
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
、
ヴ

ェ
ー
バ

ー
、

ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
、
穂

積
陳
重
ら
の
親
孝
行
理
論
史
に
係
わ
る
も
の
で
あ

る
（
小
河
、
太
田
、
荒
木
報

告
）。

二
　

問

題

の

所

在
と

仮

説

の
設

定

バ
ー
ゼ
ル
を
終
焉
の
地
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
出
身
の
エ

ラ
ス
ム
ス
・
デ

シ
デ
リ
ウ
ス
の
肖
像
画
は
、
バ
ー

ゼ
ル
出
身
の
デ
ュ
ー
ラ
ー

や

ホ
ル
バ
イ
ン
に
よ
る
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
代
の
バ
ー
ゼ
ル

は
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
プ
・
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ

ン
、
ル

ド
ル
フ
・

フ
ォ

ン
・
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
、

フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ

ー
ニ
ー

チ
ェ
、
カ
ー
ル
・

グ
ス

タ
フ
・
ユ
ン
グ
、

カ
ー
ル
・

ヤ
ス

パ
ー
ス
、
ア
ド
ル

フ
・
ポ
ル
ト

マ
ン
な
ど
、
世
界
の
学
問

の
基
軸
を
ゆ

る
が
し
た
多
く
の
独
創

的
な
思
想
家
を
輩
出
し
た
。

エ
ラ
ス
ム
ス
以
下

バ
ー
ゼ
ル
の
知
識
人
の
特
徴

は
一
言
で
い
う
と
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
を
重
視
す
る
反
近
代
主
義
的

な
人
文
主
義

（
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
）
で

あ
る
。

さ
ら

に
、
実
証
主
義
的
な
近
代

科
学
へ
の
強
い
不
信
感
が
そ
の
流
れ
の
底
部

に
あ

る
。
彼
ら

は
、
進
化
論
的

な
発
達
史
観
で

は
な
く
て

ニ
ー
チ
ェ
に
典
型

的
な
循
環
論
的
歴
史
観
や
。
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
、
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
、
ユ
ン
グ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

ロ
マ
ン
主



義
的

な
元
型
的
思
惟
を
共
通
の
基
盤
と
し
て

い
る
。
近
代
先
進
諸
国
の
学
問

の
ほ
と

ん
ど
が
、

マ
ル

ク

ス
の

『
経

済
学

批
判
』
（
一
八
五
九
年
）
と

ダ

ー

ウ
ィ
ン
の
『
進
化
論
』
（
一
八
五
九
年
）
の
強
い
影
響
を
受

け
て
、
科

学
的
実

証
主
義
や
発
展
史
観
へ
と
通
俗
的

に
堕
落
し
て

い
っ
た
の
に
対
し
、
バ

ー
ゼ

ル
の
独

創
的

な
知
識
人
層
は
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ

『
母
権

論
』
（
一
八
六
一
年
）

に
見
ら

れ
る
よ

う
に
。
反
近
代
、
反
科
学
、
反

ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
、
小

ク
ラ
イ

ス
運
動

の
方
向

を
採

っ
た
。
バ

ー
ゼ
ル
的
ロ
マ
ン
主
義

は
、
同
じ
ド
イ

ツ
文

化
圏

に
あ
り

な
が
ら
、
ベ
ル
リ

ン
や

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
大
規
模
な
ア
カ
デ

ミ
ズ

ム
が

進
ん
だ
途
と

は
明
確
な
一
線
を
画
し
つ
つ

、
そ
れ
で
い
て
世
界
各
地
の

小

ク
ラ
イ

ス
運
動
の
中
で
そ
の
精
神

は
受
容

さ
れ
今
日
ま
で
延

々
と
生
き
続

け
て
き

た
。

た
と
え
ば
、
現
在
で
こ
そ

、
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
は
近
代
ド
イ
ツ
法

学
上

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
並
び
称
さ
れ

る
大
法
学
者

と
認
識

さ
れ
て

い
る
が

、
当

時
は

『
ロ
ー
マ
法

の
精
神
』
も

『
法

に
お
け

る
目
的
』

も
、
そ

の
頃

ア
カ
デ

ミ
ズ

ム
の
中
で
有
力
で

あ
っ
た
ヴ
ィ
ソ
ト

シ
ャ
イ
ト
た
ち
か
ら

は
理

解
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
し

、
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
も
生
前
中

の
み

な
ら
ず
死

後
四

十
年
に
至
る
ま
で
顧
み

る
者
も

い
な
か

っ
た
。
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
が
刑

事
裁

判
官

へ
転
出

し
た
あ
と

の
バ
ー
ゼ
ル
大
学

ロ
ー

マ
法

担
当
教

授
の
ポ
ス
ト
に

二
人
目
と
し
て

就
職
し

た
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
は
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
と
個

人
的
に

も
親
し

か
っ
た
が
、
遺
著

『
イ
ソ

ド
・

ヨ
ー

ロ

で
『

人
前
史
』
（
一
八
九
四

年
）
で
母

権
に
言
及
し

な
が
ら
も

バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
の
名
前
を
明

記
し
て

は

い
な
い
。
こ

の
こ
と

か
ら
も
当

時
は
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
の
名
前

を
は
っ
き
り

と
引
用

す
る
の
は
気
が
ひ
け

る
ほ
ど

彼
の
名
は
黙
殺
さ
れ
て

い
た
と

思
わ
れ

る
。
彼
ら
全
体

は
あ
く
ま
で
も
在
野
の
著
述
家
に
踏
み
と
ど
ま
り
な
が
ら

、

ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
科
学
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
大
き
く
乗
り
越
え

て
い
っ
た
。

ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
中

に
身
を
置
い
た
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
は
バ
ー

ゼ
ル
を
出
る
こ

と
は
な
か
っ
た
し
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
ロ
ー
マ
法
担
当
教
授
の
ア
カ
デ
ミ

シ
ャ
ン
と
し
て
急
逝
し
た
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
も
友
人

へ
の
手
紙
の
中
で
「
大
学

教

授
を
や

め
て
著
述

に
打
ち
込
み
た
い
」
と
述
べ
て

い
る
。

ニ
ー
チ

ェ
や
ユ

ン
グ
も

ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
外
部
で
一
生
を
送
っ
た
し
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
も
重
篤

な
神
経
症
に
悩
ん
だ
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
主
治
医
た
る
精
神
分
析
医

が

本
業
だ

っ
た
。
ま

た
こ
れ
ら
の
思
想
家
た
ち
は
各
々
に
個
人
的
に
も
親
し

い
友
人
関
係
と
し
て
小

ク
ラ
イ
ス
を
形
成
し
て
い
た
。
ブ
ル

ク
ハ
ル
ト
と
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
は
親
友
で
あ
っ
た
し
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
、

ニ
ー
チ

ェ
は
バ

ー
ゼ
ル
の
小
都
市
の
中
で
交
際
が
あ
っ
た
。

ユ
ソ
ダ
は
ブ
ル

ク

ハ
ル
ト
と
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
の
二
人
が
連
れ
だ
っ
て
散
歩
し
て

い
る
の
を

幼
児

期
に
目

撃
し
た
こ
と
が
あ

る
と

『
自
伝
』
に
録
し
て

い
る
。
そ
し
て
ユ

ン
ダ
の
祖
父
は
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
や
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
の
同
僚
で
あ

っ
た
。
要

す
る
に
彼
ら
は
、
ド
イ

ツ
の
大
規
模
な
大
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
主
流

に
は
背

を
向
け

な
が
ら

、
バ
ー
ゼ
ル
と

い
う
ま
こ
と
に
狭
い
小
都
市

の
中
で
相
互
に

ロ
マ
ン
主
義
的
な
創
造
的
精
神

を
共
有
し
合
い
、
元
型
的
思
惟
を
各

々
の
領

域
で
展
開
し
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
は
イ

タ
リ

ア
文
化
、

ギ
リ

シ
ャ
文
化

、
小

国
家
存

立
の
要
件
を
発
見
し
、
政
治

・
宗
教

・
文
化
と

い
う
歴

史
の
三
要

素
を
考
察
し

、
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ソ
は
古
代
人
の
墳
墓
の
墓

碑
が
古
代

人
の
観
念
を
象

徴
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
ロ
ー
マ
以
来
の
父
権



制
社

会
に
先
行

す
る
母

権
制
社

会
が

リ
ュ
キ
ア
民
族
な
ど
に
存
在
し

た
こ
と

を
見

い
出
し
た
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
は
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
を
概
念
法

学
に

す
ぎ

な
い
と
批
判
し
因
果
関
係

に
並

立
す

る
目

的
律
を
法
的
世
界

の
原

理
と

し
て
発
見
し
最
晩
年
に
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
原
郷
問
題
の
解
明
に

取
り

組
ん
だ
。
ニ
ー
チ
ェ
は
近
代

の
キ
リ
ス
ト
教
原

理
が
生
の
堕
落

の
原
因

で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
ユ
ン
グ
は
師

フ
ロ
イ
ト
と
訣
別
し
な
が
ら
集

合
的

無
意

識
を
発
見
し
た
。
彼
ら
の
理
論

の
多
く
は
、
彼
ら
の
生
存
中
こ

そ
無
視

さ
れ
た
が
、
や
が
て
。
パ
ー
セ
ル
を
発
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
へ
、
そ
し
て
、
世

界
各
地

へ
広
ま
っ
て

い
っ
た
。

そ
れ

は
、
消
え

か
か
っ
た
か
に
見
え

た
残
り

火
が

や
が
て

大
き
な
火
焔
と

な
っ
て
学
問

の
荒

野
へ
燃
え

広
が
っ
て

い
く
様

に
似
て

い
る
。
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
の
文
化
史
学

・
歴
史

哲
学
は
、
す
で

に
生
存

中

に
名

声
を
獲

得
し

、
遠
く
日
本
の
下
村
寅

太
郎
、
藤

田
健
治
、
野
田
宣
雄

に
ま
で

読
み

継
が
れ
て

い
っ
た
し
、
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
古
代
人
墓
碑
象
徴

論
と
母
権
論
は
、
ク
ラ
ー
ゲ
ス
、
リ
ル
ケ
、
へ
ッ
セ
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、

カ
ー
ル
・

ケ
レ
ニ
ー
、
ヴ
ァ
ー
ル
ブ

ル
ク
学
派

、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
、

ボ
ア
ス
や
ミ
ー
ト
の
文

化
人
類

学
、

キ
ャ
ン
ペ
ル
の
神
話
学
、
マ
ン
フ
ォ
ー

ド
の
都
市
論
、
オ
ル
テ
ガ
・
イ

・
ガ
セ
の
哲

学
、
ク

ロ
ー
チ
ェ
の
歴
史
哲
学

、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
夫
妻
の
家
族
論
な
ど
、

枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
ほ
ど
多
数

の
欧

米

の
代

表
的
な
思
想
家
に
受

容
さ
れ
て

い
き

、
日
本
で

は
判

事
・
佐
喜
間
興

英

の
沖
縄
学
、
鈴
木

大
拙
の
禅

学
、
河

合
隼

雄
の
臨
床
心
理
学
、
上
山
安
敏

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
学
に
ま
で
及
ぶ
。
ニ
ー
チ
ェ
、
ユ
ン
グ
の
世
界
的
受

容
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
り

、
ニ
ー
チ
ェ
を
知
ら
な
い
哲
学
者

、
ユ
ン
グ
を

知

ら

な

い

心

理

学

者

は

頑

迷

な

ス

タ

ー

リ

ニ

ス

ト

型

マ

ル

ク

ス

主

義

者

は

い

ざ

知

ら

ず

、

一

人

も

い

な

い

と

い

っ

て

良

い

ほ

ど

で

あ

る

。

そ

し

て

ニ

ー

チ

ェ

と

ユ

ン

グ

自

身

も

バ

ハ

オ

ー

フ

ェ

ン

か

ら

直

接

に

影

響

を

受

け

て

い

る

の

で

あ

っ

て

、

二

十

六

歳

で

バ

ー

ゼ

ル

大

学

附

属

高

等

学

校

古

典

学

教

授

に

配

属

さ

れ

た

ニ

ー

チ

ェ

は

十

年

間

滞

在

し

た

バ

ー

ゼ

ル

で

年

長

の

バ

ハ

オ

ー

フ

ェ

ン

と

様

々

な

交

渉

の

中

で

デ

ィ

オ

ニ

ン

ス

神

を

見

い

出

し

そ

の

後

の

思

考

の

準

備

を

し

キ

リ

ス

ト

教

の

ア

ル

タ

ナ

テ

ィ

ー

ベ

た

り

う

る

哲

学

的

体

系

構

築

へ

と

向

か

っ

て

い

っ

た

。

バ

ハ

オ

ー

フ

ェ

ン

の

推

薦

を

得

て

バ

ー

ゼ

ル

大

学

法

学

部

ロ

ー

マ

法

教

授

の

跡

を

襲

っ

た

イ

ェ

ー

リ

ン

グ

は

、

概

念

法

学

に
対
抗
し
て
、
へ
ッ
ク
、
オ
エ
ル
ト
マ
ン
、
リ
ュ
メ
リ
ン
ら
の
利
益
法
学
、

カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ツ
、
フ
ッ
ク
ス
ら
の
自
由
法
学
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
社
会

学

、

パ

ウ

ン

ド

の

社

会

工

学

な

ど

を

生

み

出

し

、

権

利

利

益

説

、

契

約

締

結

上

の

過

失

（
ｃ
ｕ
ｌｐ
ａ

　
ｉｎ

　ｃ
ｏ
ｎ
ｔｒ
ａ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
）
、

占

有

論

、

所

有

権

の

絶

対

性

の

社

会

的

制

限

論

な

ど

民

法

学

は

も

と

よ

り

、

メ

ル

ケ

ル

、

リ

ス

ト

ら

の

新

派

刑

法

学

の

目

的

的

刑

法

理

論

を

生

み

出

し

て

い

っ

た

。

イ

ェ

ー

リ

ン

グ

の

名

を

知

ら

な

い

法

学

者

は

ま

ず

い

な

い

が

、

彼

の

死

亡

を

前

に

日

本

の

明

治

天

皇

が

彼

に

勲

二

等

旭

日

重

光

賞

を

授

与

し

た

際

に

は

、

明

治

憲

法

成

立

に

関

与
し
た
伊
藤
博
文
、
金
子
堅
太
郎
、
検
事
総
長
・
三
好
退
蔵
、
西
園
寺
公
望
、

榎

本

武

揚

ま

で

が

イ

ェ

ー

リ

ン

グ

叙

勲

の

可

否

を

検

討

し

て

い

る

な

ど

遠

い

極

東

の

小

国

に

ま

で

影

響

を

与

え

、

日

本

に

お

い

て

明

治

以

来

四

十

冊

近

い

邦
訳
書
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
ほ
ど
著
名
で
あ
る
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
著
作
は
、

ニ

ー

チ

ェ

、

ヴ

ェ

ー

バ

ー

、

テ

ン

ニ

ー

ス

な

ど

法

律

学

以

外

の

領

域

の

思

想



家
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
と
バ
ハ
オ
ー
フ
ニ
ン
の

親

交

に

つ

い

て

は

今

日

ほ

と

ん

ど

知

ら

れ

て

い

な

い

が

、

ツ

ヴ

ァ

イ

ゲ

ル

ト

の

比

較

法

学

、

カ

ー

ル

・

ラ

レ

ン

ツ

の

民

法

学

、

フ

ラ

ン

ツ

ー
ヴ

ィ

ー

ア

ッ

カ

ー

の

ヨ

ー

ロ

で
（

法

学

史

、

ヴ

ォ

ル

フ

ガ

ン

グ

ー
フ

ィ

ケ

ン

チ

ャ

ー

の

比

較
法
思
想
史
、
ジ
ェ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
の
法
哲
学
、
ニ
ル
ン
ス
ト
ー
ブ
ロ
ッ
ホ

の

法

哲

学

な

ど

、

戦

後

ド

イ

ツ

法

学

に

至

る

ま

で

ロ

ー

マ

法

学

者

バ

ハ

オ

ー

フ

ニ

ン

の

影

響

は

イ

ニ

ー

リ

ン

グ

と

と

も

に

永

続

し

て

い

る

。

本

稿

は

、

バ

ー

ゼ

ル

に

発

す

る

独

創

的

な

知

識

人

層

の

な

か

か

ら

バ

ハ

オ

ー
フ
ニ
ン
　
（
Ｊ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
　
Ｊ
ａ
ｋ
ｏ
ｂ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｈ
ｏ
ｆ
ｅ
ｎ
｢
　
１
８
１
５
-
１
８
８
７
」
に
注
目
し
、
そ

の

古

代

人

墳

墓

象

徴

論

と

母

権

論

の

世

界

的

受

容

史

を

対

抗

文

化

論

と

の

係

わ

り

に

お

い

て

観

察

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

一

定

の

理

論

史

上

の

パ

ー

ス

ペ

ク

テ

ィ

ブ

を

切

り

拓

く

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

こ

う

し

た

作

業

を

通

じ

て

立

証

を

試

み

ょ

う

と

す

る

仮

説

は

次

の

諸

点

で

あ

る

。

一

、

バ

ハ
オ

ー

フ

ェ

ン

受

容

理

論

史

は

母

権

論

の

み

に

歪

少

化

さ

れ

る

も

の

で

は

な

く

、

ロ

ー

マ

法

学

、

自

然

法

理

論

史

、

古

代

学

、

象

徴

理

論

。

神

話

学

な

ど

、

よ

り

広

巾

な

学

問

領

域

に

お

い

て

認

識

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

二

、

バ

ハ

オ

ー

フ

ニ

ン

受

容

史

は

、

空

間

的

支

持

を

ヨ

ー

ロ

で
（

対

抗

文

化

に

お

い

て

見

い

出

し

て

き

た

こ

と

。

し

た

が

っ

て

欧

米

の

ク

ラ

イ

ス

運

動

の

展

開

史

に

お

い

て

は

じ

め

て

十

全

に

把

握

さ

れ

る

こ

と

、

三

、

バ

ハ

オ

ー

フ

ェ

ン

理

論

は

、

小

規

模

ク

ラ

イ

ス

に

適

合

し

た

反

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

、

反

実

証

主

義

、

反

科

学

主

義

、

そ

れ

ゆ

え

に

反

啓

蒙

的

ロ

マ

ン

主
義
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
、

四
、
し
た
が

っ
て
ラ

フ
ィ
ト

ウ
ら
の
母
権
理
論
前
史
を
継
受
し
て
バ

ハ
オ
ー

フ
ニ
ン
が
提
起
し
た
父
権
制
に
先
行
す

る
母
権
制
の
存
在
を
普
遍
主
義
的

に
理
解
す
る
こ
と

は
誤
り
で
あ
っ
て

、
父
権
制
に
先
行
す
る
母
権
制

の
普

遍
的
存
在
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
、

五
、
こ
の
た
め

フ
ニ
ミ

ニ
ズ

ム
の
立
場

か
ら
、
父
権
制
の
打
倒
を
通
じ
て
母

権
制
の
復
活
を
主
張
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
、

六
、
ナ
チ
ズ
ム
の
主
張
す
る
、
女
性
原
理
を
否
定
し
た
イ
ン
ド
ー
ア
ー
リ
ア

人
的
男
性
原
理
の
普
遍
的
存
在
も
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
、

七
、
ス

タ
ー
リ

ニ
ズ

ム
の
主
張
す
る
、
父
権
制
に
先
行

す
る
母

権
制
の
普
遍

的
存
在
も
誤
り
で
あ
る
こ
と
、

八
、
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
受
容
理
論
史
は
、
こ
の
よ
う
な
ナ
チ
ズ

ム
、
ス
タ
ー

リ

ニ
ズ

ム
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
な
ど
の
啓
蒙
主
義

的
な

イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
的
歪
曲
へ
の
批
判
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
モ

し
て
バ

ハ
オ

ー
フ
ニ
ン
母
権
論
は
存
在

論
と
し
て
で
は
な
く
て
認
識
論
と

し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、

九
、
バ

ハ
オ

ー
フ
ェ
ン
理
論
の
形
成
史
は
、
テ

オ
ド
ー
ル
・
モ

ム
ゼ
ン
の
実

証
主
義
的
歴
史
学
方
法
論
と
の
対
決
を
直
接
の
契
機
と
し
、
ブ
ル
ク

ハ
ル

ト
文
化
史
学
、
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
法
学
、
ニ
ー
チ

ェ
哲
学
な
ど
と
の
係
わ
り

合
い
の
中
で
女
権
論

か
ら
母
権
論
へ
と
展
開
さ
れ
た
こ
と
、

十
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
母
権
的
ロ
マ
ン
主
義
の
受
容
史
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

対
抗
文
化
を
空
間
軸
と
し
て
観
察
す

る
と
、
ス
イ
ス
（
バ
ー

ゼ
ル
、
ペ
ル



ン
、
チ
ュ
ー
リ
ツ
ヒ
、
ア
ス
コ
ナ
、
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
）
、
ド
イ
ツ
　
（
ミ
ュ

ン
ヘ
ン

ー
シ
ュ
ワ
ー
ビ
ン
グ
、
（

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
．
ラ
イ

プ
チ

ツ
ヒ
、
ベ

ル
リ
ツ
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
ワ
イ
マ
ー
ル
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
　
（
ウ
ィ
ー

ン
、
プ
ラ
パ
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
）
、
フ
ラ
ン
ス
．
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ヤ
、

バ
ス

ク
、
ス
ペ
イ

ン
、
ギ
リ

シ
ヤ
、
モ

ロ
ッ
コ
、

エ
ジ
プ
ト
、
ア
フ
リ
カ
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ

カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ

セ
ア

ニ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
．
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ツ
ヴ
ィ
エ
ト
、
中
国
、
日
本
な
ど

へ
の
世
界

的
広
が
り
を
有

し
た
空
間
に
お
け
る
受
容
と
そ
の
対

応
思
想
が

観
察
さ
れ
る
こ
と
、

十

一
、
こ
の
よ
う
な
実

に
驚

く
べ
き
巾
広
い
空
間
的
展
開
を
も
つ
バ
（

オ
ー

フ
ェ
ン
受
容
史
の
全
体
像
が
今
日
ま
で
未
知
で
あ
っ
た
理
由
は
、
ナ
チ
ス

ム
、
ス

タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ュ
ズ

ム
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
等
の
啓

蒙
主
義
に
よ
る
バ
（

オ
ー
フ

ェ
ン
理
論
に
対
す
る
母
権
論
的
歪
少

化
と
実

在
論

的
歪

曲
化
と

に
原

因
が

あ

っ
た

こ
と
、
そ

れ
は
、
ち

ょ
う

ど

ニ
ー

チ

ェ
哲
学
受
容
史
の
十
全
な
理
解
が
Ｄ
Ｄ
Ｒ

（
東
ド
イ
ツ
）
崩
壊
に
よ
り

よ
う
や
く
今
日
開
始
さ
れ
は
じ
め
た
の
と
同
様
に
、

ス
タ
ー
リ

ニ
ズ

ム
型

社
会
主
義
国
家
の
自
己
崩
壊

に
よ

っ
て
人
文
・
社
会
理
論
全
領
域
に
お
け

る
社
会
主
義
的
「
科
学
」
理
論
の
方
法
的
崩
壊
と

い
う
事
態
を
通
じ
て
可

能
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

驚
異
的

に
広
巾
な
受
容
史
の
実
態

に
わ
け
入

る
た

め
に
は
、
上
記
の
よ
う

な
客
観
的
な
歴
史
的
状
況
の
変
化
の
他

に
、

さ
ら

に
、
研
究
者
側
の
主
体
的

条
件
も
必
要
と
な
ろ
う
．
た
と
え
ば
、

シ
ュ
ワ
ー
ビ
ン
グ
対
抗
文
化
に
対
す

る
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
影
響
を
知
る
た
め
に
必
須
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ツ
ド
・

シ
ュ
ー
ラ
ー
や
フ
ラ
ン
チ
ス
カ
・
ツ
・
レ
ー
ヴ

ェ
ン
ト

ロ
ー
な
ど
の
著
作

を

す
べ
て
所
蔵
し
て
い
る
大
学
図
書
館
は
今

の
と
こ
ろ
日
本
に
は
な
い
し
。
ク

ラ
ー
ゲ
ス
と
と
も
に
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
喧
伝
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
大
で

あ

っ
た
ベ
ル
ヌ
ー
リ
や

ム
シ
ュ

ク
の
著
作
も
容
易

に
は
接
し
が
た
い
。
し

た

が
っ
て
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
文
献
を
収
集
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
ろ
う

し
、
受
容
史
の
空
間
的
広
が
り
に
対
応
す

る
た
め
に
は
ド
イ
ツ
語

を
中
心
と

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
語
の
知
識
も
必
須
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
バ
ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
が

ロ
ー

マ
法
学
者
、
刑

事
裁
判

官
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
法

律
学
の
デ
ン
ク
バ
イ
ゼ
に
習
熟
し
て
お
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
だ
が

さ

ら
に
、
受

容
史

が
多
様
な
学
的
領
域
に
及

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、

口

ー
マ
法
学
を
始
め
と
す
る
伝
統
的
法
律
学
の
狭
隘
な
専
門
領
域
に
固
執
す
る

の
で
は
な
く
て

、
逆
に
自
ら
進
ん
で
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
た
る
こ
と
が

他
方
で

は

必
要
と
な
る
。
い
わ
ば
、
「
魂
の
な
い
専
門
家
」
（
ヴ
ェ
ー
パ
ー
）
で
は
な
く

て
、
創
造
的
学
問
の
精
神
が
要
求
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ュ
ズ

ム
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
に
「
一
辺
倒
」
（
保
田
與
重
郎
）
に
帰
依
し
て
他
を
排
除
す

る
普
遍
主
義

的

啓
蒙
主
義
で
は
な
く
て
、
強
靭
な
批
判

的
精
神
を
兼
ね
備
え
た
寛
容
な

ロ
マ

ン
主
義
的
精
神
に
立
脚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。

三
　
パ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
と

母

権

的

ロ

マ

ン
主

義
受

容
史

バ
ー
ゼ
ル
の
有
力
な
リ
ボ
ン
織
物
業
を
営
む
パ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
家
の
第
十



一

代

当

主

た

る

長

男

で

あ

っ

た

ヨ

ハ

ン

・

ヤ

ー

コ

プ

・

バ

ハ

オ

ー

フ

ェ

ン

（

一

八

一

五

－

一

八

八

七

年

）

は

、

学

問

に

一

生

を

献

げ

た

。

彼

は

、

バ

ー

ゼ

ル

・

ギ

ム

ナ

ジ

ウ

ム

を

優

秀

な

成

績

で

終

え

、

早

く

か

ら

傑

出

し

た

才

能

は

す

で

に

少

年

の

こ

ろ

か

ら

彼

が

将

来

優

れ

た

学

者

と

な

る

こ

と

を

あ

ら

か

じ

め

運

命

づ

け

て

い

た

。

ギ

ム

ナ

ジ

ウ

ム

卒

業

試

験

を

終

え

た

の

ち

、

バ

ハ

オ

ー

フ

ェ

ン

は

、

バ

ー

ゼ

ル

大

学

、

ベ

ル

リ

ン

大

学

、

ゲ

ッ

テ

ン

ゲ

ン

大

学

で

法

律

学

を

学

び

、

一

八

三

七

年

バ

ー

ゼ

ル

大

学

で

博

士

論

文

の

審

査

に

パ

ス

し
た
。
博
士
の
学
位
を
得
た
の
ち
も
さ
ら
に
法
律
学
研
究
を
進
め
る
た
め
、

パ
リ
大
学
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
講
義
を
聴
い
た
。
一
八
四
一
年
、

二

十

六

歳

で

バ

ー

ゼ

ル

大

学

法

学

部

ロ

ー

マ

法

担

当

教

授

と

な

っ

た

。

だ

が

新
聞
が
若
年
教
授
就
任
を
め
ぐ
る
ゴ
シ
ッ
プ
を
書
き
た
て
た
た
め
嫌
気
が
さ

し

て

彼

は

二

年

で

こ

の

教

職

を

辞

任

し

、

そ

の

後

は

一

貫

し

て

控

訴

裁

判

所

所

長

（
Ｓ

ｔ
ａ

ｔ
ｔ
ｈ
ａ

ｌ
ｔ
ｅ
ｒ

　
ｄ
ｅ
ｓ

　
Ａ

ｐ
ｐ

ｅ

ｌ
ｌ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

ｓ
ｇ

ｅ
ｒ

ｉｃ

ｈ
ｔ
ｓ

）

を

勤

め

た

。

彼

は

学

界

全

体

の

専

門

家

た

ち

に

よ

っ

て

、

高

名

な

法

律

家

と

し

て

名

声

を

得

た

が

、

た

ぶ

ん

そ

れ

は

少

な

く

と

も

文

筆

活

動

の

た

め

で

は

な

か

っ

た

。

彼

の

法

律

学

上

の

著

作

の

う

ち

最

も

著

名

な

の

は

、

『

ロ

ー

マ

債

務

法

』

（

バ

ー

ゼ

ル

。

一
八
四
七
年
）
と
『
母
権
論
』
（
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
一
八
六
六
年
、
第
二
版
は

バ

ー

ゼ

ル

、

一

八

九

七

年

）

で

あ

る

。

そ

の

後

、

彼

は

特

に

好

ん

で

ロ

ー

マ

・

ギ

リ

シ

ャ

考

古

学

の

研

究

に

向

か

い

、

こ

の

目

的

の

た

め

に

フ

ラ

ン

ス

、

イ

タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
へ
あ
ま
た
の
旅
行
を
行
っ
て
、
ま
も
な
く

こ

の

領

域

で

パ

イ

オ

ユ

ア

的

な

研

究

者

と

な

っ

た

。

そ

の

後

の

著

作

と

し

て

は

下

記

を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

『
古
代
人
墳
墓
象
徴
試
論
』
（
バ
ー
ゼ
ル
。
一
八
五
九
年
）

『
古
代
の
宗
教
に
お
け
る
熊
』
（
バ
ー
ゼ
ル
、
一
八
六
三
年
）

『
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
説
―
―
ロ
ー
マ
と
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
リ
ェ
ン
タ

リ
ズ

ム
に
関
す
る
研
究
』
（
（

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
一
八
七
〇
年
）

『
古
俗
便
り
―
―
と
く
に
最
古
の
親
族
概
念
の
認
識
の
た
め
に
』
（
シ
ュ

ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
、
一
八
八
〇
年
、
第
二
巻
は
一
八
八
六
年
）

『
ロ
ー
マ
の
墳
墓
の
燈
明
―
―
お
よ
び
主
と
し
て
家
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

若
干

の
そ
の
他
の
墓
碑
』
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
未
亡
人
と
息
子

に
よ

る

編
集
（
バ
ー
ゼ
ル
、
一
八
九
〇
年
）

彼

は
こ
の
大
き

な
成
果
を
も

っ
て

モ

ム
ゼ
ン
に
反

論
を
展

開
し

た
の
で

あ

っ
た
が
、
さ
ら

に
歴
史
研
究

の
領
域

へ
踏
み
入
り

た
い
と

思
う

よ
う
に

な
っ
た
。
彼
は
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
教
授
と
共
に
ロ
ー
マ
史
の
編
纂
を
企
て
た
が
、

こ
れ
は
残
念
な
こ
と

に
完
結
し
な
か
っ
た
。

さ
ら

に
彼
は
、
多
く
の
場
合
、

墳
墓
象
徴
学

に
関
連
す

る
花
瓶
、
墳
墓
の
燈
明
、
そ

の
他
の
考
古
学
的
美
術

品
の
蒐
集
に
つ
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
名
声
を
享
受
し
た
。

彼
の
存
在

全
体
の

強
い
明

確
な
独
立
不
羈

の
性
格

の
た
め
彼

は
型

に
は

ま
っ
た
政
党
的
な
言
動
が
嫌
い
で
あ
っ
た
の
で
、
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
教
授
は
、

つ
ね

に
政
治
生
活

か
ら

は
身
を
遠
去
け
た
。
け
れ
ど
も
、
他
方
、
彼
は
、
多

年
に
わ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
教
会
の
長
老
を
勤
め
た
。
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
教
授

は
一
八

八
七
年
十

一
月

脳
卒
中
の
結
果
死

去
し
た
。

音
楽
家
バ
ッ
ハ
の
家
系
は
幾
世
代
に
も
亘
っ
て
音
楽
の
天
才
を
も
た
ら
し

た
こ
と
で
有
名
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
例

は
芸
術
家
以
外
に
は
稀
れ



で
あ
る
。
近
代
法
学
の
樹
立
者
で
あ
る

ル
ド
ル

フ

ー
フ
ォ
ン

ー
イ

ェ
・

リ

ン

グ
の
家
系
も
、
オ
ス
ト

ー
フ
リ

ー
ス
ラ

ン
ド
の
ア
ウ
リ
ッ
ヒ
に
連
綿
と
続

い

た
弁
護
士
・
行
政
官
僚
の
家
系
で
あ
る
が
、

ヘ
ル

マ
ン
・
コ
ー

ン
リ

ン
ダ
と

そ
の
玄
孫
で
あ
る
ル
ド
ル

フ
・

フ
ォ
ン
・
イ

ェ
・

リ
ン
グ
の
二
人
の
み
が
、

大
学
者
と
な
り
え
た
。
バ

ハ
オ

ー
フ
ェ
ン
の
家
系
は
、
リ
ボ
ン
製
造
業
を
基

調
と
す
る
富
裕
な
商
人
階
級
で
あ
る
が
、
教
授
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
の
み
が
一

人
だ
け
大
学
者
と
な
り
え
た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
家
系
が
ド
イ
ツ

国
内
外
の
政
治
生
活
と
深
く
係
わ
る
ア

カ
デ
ミ
ズ

ム
に
連
な
り
な
が
ら
、
他

方
で
近
代
社
会
の
悲
劇
的
な
精
神
病
理
を
も
体
現
し
つ
つ
弟
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
、

妻

マ
リ
ア
ン
ネ
、
愛
人

エ
ル

ゼ
、
父
ヴ

ェ
ー
バ
ー
な
ど
が
こ
と
ご
と
く
ア

カ

デ
ミ

シ
ャ
ン
か
政
治
家
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
バ

ハ
オ
ー
フ

ェ
ン
は
学
者

で
は
あ

っ
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
に
所
属
し
な
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
在
野
研

究
者
で

あ

っ
た
。

バ

ハ
オ

ー
フ
ェ
ン

は
、

ブ
ル

ク

ハ
ル
ト
、

ニ

ー
チ

ェ
、

イ

ェ
ー
リ
ン
グ
な
ど
と
親
交
が
あ

っ
た
が
、
彼
ら
は
自
ら
の
著
作
に
お

い
て

母
権
に
言
及
す
る
際
に
も
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
の
名
前
に
明
確
に
言
及
す

る
こ

と
を
控
え
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
が
当
時
ア

カ

デ
ミ
ズ

ム
の
内
部
で
は

い
ま
だ
認
知
さ
れ
な

い
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
無
名

の
研

究
者
で
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

思
想
史
の
研
究
は
、
そ
の
思
想
の
形
成
史
を
中
心
に
、
形
成

に
先
立
つ
環

境
的
前
史
お
よ
び
理
論
的
前
史
、
形
成

に
後
行
す
る
影
響
史
＝
受
容
史

の
三

領
域
が
時
間
的
に
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
史
、
形
成
史
、
受
容
史

は
時

間
の
上
を
単
線
的
に
流
れ
て
い
く
の
で

は
な
く
て
、
実
際
に
は
文
化
形
成
と

係
わ
り
合
い
な
が
ら
、
各

々
に
、
一
定
の
空
間
的
。
場
所
的
な
位
置
を
占
め

つ
つ
変
容
し
継
受
さ
れ
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
母
権
的

ロ
マ
ン
主
義
の
出
発

点
を
一
八
六
一
年
の
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン

『
母

権
論
』
出
版
の
年
と
す
れ
ば
、

い
く
つ
か
の
前
史
と
お
び
た
だ
し
い
受
容
史
を
見

い
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
を
も

っ
て
母
権
的

ロ
マ
ン
主
義
の
一
応
の
時
間
的
、
空
間
的
な
概
観
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
広
が
り
を
も
つ
母
権
的

ロ
マ
ン
主
義
受
容
史

は
、
小

ク
ラ
イ

ス
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
た
ト

レ
・

ガ
ー
た
ち
の
関
係
性

に
注
目
す
る
と
、

シ
ュ
ー
ワ
ン
グ
の
宇
宙
創
造
論

ク
ラ
イ
ス
（
一
八
九
三
ー
一
九
三
三
年
）、
ア
ス

コ
ナ
の
モ
レ
テ
・
ヴ
ェ
リ
ダ
・
ク
ラ
イ
ス
（
一
九
〇
〇
ー
一
九
二
〇
年
）
、
エ
ラ

ノ
ス
ー
ク
ラ
イ
ス
、
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
ー
ク
ラ
イ
ス
、
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
・
ク

ラ
イ
ス
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト

ー
シ
ュ
ー
レ
な
ど
が
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お

り
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

ロ
マ
ン
主
義
的
潮
流

に
対

抗
し
て
、
「
科
学

的
合
理

主
義
」
を
標
榜
す
る

マ
ル

ク
ス
主
義
や
、
ア
ー
リ

ア
男
性
原
理
に
基
づ
く
ナ

チ

ズ
ム
な
ど
が
対
抗
思
想
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

四
　

イ

ェ

ー

リ

ン

グ
と

ヴ

ェ
ー

バ

ー

エ
ー
チ
ェ
に
先
ん
じ
て
、
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ
と
同
じ
よ
う
に
二
十
歳
代
で

バ
ー
ゼ
ル
大
学
教
授
に
就
任
し
た
。
バ
ハ
オ
・
フ
ェ
ン
は
、
若
く
し
て
教
授
に

就
任
し
た
こ
と
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
プ
に
嫌
気
が
さ

し
て
、
二
年
間
で
職
を
辞
し
。
の
ち
は
刑
事
裁
判
官
と
し
て
く
ら
し

つ
つ
、

在
野
の
研
究
者
と
し
て
次

々
に
研
究
を
発
表
し
な
が
ら
も
死
後
四
十
年
間
認



め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
ポ
ス
ト
に
、
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
の
推
薦

を
得
て

、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
に
や
っ
て

来
た
の
は
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ

で

あ
っ
た
。
今
日
、
バ
ー
ゼ
ル
に
は
両
者

の
書
簡
七

通
が
存
在
し
て

い
る
が
。

イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
バ
ー
ゼ
ル
大
学
滞
在
も
一
年

と
短
く
、
そ
の
後
、
イ
ェ
ー

リ
ン
グ
は
、
ロ
ス
ト
ッ
ク
、
キ
ー
ル
、

ウ
ィ
ー
ン
、
ゲ
ッ
チ
ン
グ
ン
と
移
動

し
て

い
く
。
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
が

晩
年

に
至

る
ま
で

バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
を
忘
れ

る
こ
と

の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
著

『
イ

ン
ド

ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
前
史
』
の

中
で
、
母
権
論

に
言
及
し
て

い
る
こ
と

か
ら
明
ら

か
で

あ
る
。

他
方
、

マ
ッ

ク
ス

ー
ヴ

ェ
ー
バ
ー
と

マ
リ
ア

ン
ネ
・
ヴ

ェ
ー
バ

ー
も

、
ア
ス
コ
ナ
の

モ
ン

テ
・
ヴ

ェ
リ

タ
と
係
わ
り
、

マ
リ
ア
ン
ネ
の
主
著

『
性
発
展
に
お
け
る
毋
と

ミ

セ
ス
』
で
は

エ
ン

グ
ル
ス
の
共
産
主
義
的
家
族
理
論
、
オ

ッ
ト
ー
・
グ

ロ

ス

（
マ
リ
ア
ン
ネ

編
集
に
よ

る
マ
ッ

ク
ス
・
ヴ

ェ
ー
バ

ー
の
伝
記

中

の
Ｘ

氏
）
の

エ
ロ
ス

の
解
放
理
論
と
と
も
に
、
バ

ハ
オ
ー

フ
ェ
ン
母
権
論
が
克
明

に
批
判
さ
れ
て

い
る
。
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
、
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
、

マ
ッ

ク
ス

ー

ヴ
ェ
ー
バ
ー
、

マ
リ
ア

ン
ネ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
共
通
の
学
問
領
域
は

〈
ロ
ー

マ
法

学
〉
に
あ

っ
た
。
バ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
と
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
著
作
は
ほ
と

ん
ど
顧
み

ら
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至

っ
て

い
る
が
、
他
方
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー

研
究

は
盛
ん
で

あ
る
か
の
外
観

を
呈
し
て

い
る
。

し

か
し

、
ロ
ー
マ
法

学
と

い
う
〈
共
通
の

ブ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉

を
考
慮

し
な

い
研
究
が

ほ
と

ん
ど
で
あ

る
。
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
の
受
容
史

は
、
テ

ン
ニ

ー
ス
社
会
学
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
倫
理
学
、
ニ
ー
チ
ェ
道
徳
論
、
レ
ヴ
ィ
=
ス
ト

ロ
ー
ス
人
類
学
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ダ
ー
ン
紀
行
文
学
な
ど
多
方
面
に
亘
る

の
だ
が
、
本
稿
で
は
、
上
記
の
母
権
的

ロ
マ
ン
主
義
受

容
史
の
流
れ
の
な
か

で
第
一

点
と
し

て
、

啓
蒙
的
合
理
主
義

に
立
脚
す

る
と
考
え
ら

れ
て

い
る

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
遺
著

『
経
済
と
社
会
』
は
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
遺
著

『
法
に
お

け

る
目

的
』
を
下

敷
と
し
こ
れ
か
ら
目
的
論
的
要

素
を
注
意
深
く
除
去
し
て

執

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

、

私

は
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
『
法

に
お
け
る
目
的
』

の
翻

訳
者
と
し
て
、
他
方
。
南

フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
社
会
学
者

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
教
授
は
ヴ
ェ
ー
バ

ー
研

究

の
側

か
ら
同
じ

結
論

に
達
し

た
。
第
二
点

と
し

て
、
ヴ

ェ
ー
バ

ー

『
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資

本
主
義

の
精

神
』

に
お
け
る
職
業

論

（
Ｂ
ｅ
ｒｕ
ｆ）

は
、
第

一
点
と
同
様

に
、
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
『
法

に
お
け
る
目

的
』
を
踏
襲
し
て

い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
第
三

点
と
し
て
、
第
一
点
と
も
関
連
す

る
が
、
〈
礼

儀
論
〉
に
関
し
て

も
イ
ェ
ー

リ
ン
グ
と
ヴ

ェ
ー
バ
ー
は
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。
法
学
者
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
の
父
で
弁
護
士
で
あ
っ
た
イ

ェ
ー
リ

ン
グ
も
ま
た
「
礼
儀
論
」
を
執
筆

し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

礼
儀
、
習
俗
、
道
徳
な
ど
の
社
会
諸
規
範
は
、
近
代
合
理
主
義
の
社
会
的

な
実
現

と
と
も
に
変
質
し
て
い
く
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
存
在
で
あ
る
。
近
代

化

の
実

現
は
、
こ
れ
ら

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
破
壊
し
、
古

い
も
の
を
新
し

い

も

の
に
置

き
換
え

る
、
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
こ
で

は
、
混
乱
と
強
圧

、

極
貧
と
富

裕
、

エ
リ
ー
ト
と
非

エ
リ
ー
ト
、
権
力
掌
握
者
と
被
支
配

者
、
支

配
者
と
抵
抗
者

、
な
ど
の
二
極
分

解
が
社

会
の
各
層

に
生
成
し
、
各
国
間
の

国
際
的
な
外
圧
を
受
け
つ
つ
国
内

的
な
規
模

に
お

い
て
闘
争
、
妥
協
、
競
争
、



勝
利

、
敗
北

を
経
験
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
す
こ
し
ず

つ
、
生
産
力
の
増
強
、

流
通

過
程
の
拡
大
、
教
育
の
普
及
、
近
代
的
法

典
の
編
纂
、
人
間
的
意
識
の

変
革
、
驚
異
的
な
技
術
的
進
展
な
ど
を
経
て

、
社
会
変
革
が
行
わ
れ
て
い
く
。

こ
の
時
、
経
済
、
政
治
、
法
。
技
術
な
ど
外
的
に
判

断
し
や
す
い
分
野
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
の
社
会

に
お

い
て
も
観
察
の
蓄
積
が
、
膨
大
な
量
と
質
に
お

い
て
持
た
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
意
識
変
化
や
礼
儀
の
変
容
な
ど

は
直
接

に

目
に
見
え
な

い
も
の
で
あ

る
だ
け

に
、
判
別
が
そ
れ
ほ
ど
容
易
で

は
な
く
、

こ
れ

に
対
応
し
て
法

、
政
治

、
経
済
な
ど
の
社
会
的
諸
現
象

に
関
し
て

は
す

で

に
膨
大
な
社
会
的
諸
理

論
が
形
成

さ
れ
て

い
る
の

に
対
し
て
、
礼

儀
や
習

俗

の
一
般
理

論
に
つ

い
て

の
考
察

は
比
較
的
少
な

い
。
し

か
し
、
近
代
化

を

究
明
す

る
と

い
う
こ
と

は
、
ま
た
礼
儀
、
習
俗
を
見

い
出
す

こ
と

に
他
な
ら

な

い
。
イ

ェ
ー
リ
ン
グ
も

ヴ
ェ
ー
バ
ー
も
こ

の
点

に
つ

い
て

は
十

分
に
認

識

し
て

い
た
。

イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の

『
法
に
お
け
る
目
的
』

は
、
第
二
巻
最
終
部
に
お
い
て

「
礼
儀
」
を
詳
細

に
論
じ
る
。
イ

ェ
ー
リ
ン

グ
に
お

い
て

は
、
道
徳

か
ら
習

俗
、
慣
習
が
導
入
さ
れ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
カ
ン
ト
、
ベ
ン
サ
ム
ら
の
個
人

主
義
的
道
徳
理
論

か
ら

エ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
ら
の
社
会
的
道
徳
へ

の
展
開
が
図
ら

れ
、
社
会
功
利
主
義

の
も

と
で
習
俗
が
、
葬
儀
、
酒
手
、
乾

杯
、

決
闘

な
ど

の
社

会
的
習

俗
が

考
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
礼
節
、
礼
儀

、
礼
法

が
、
感

覚

的

な
快

、
不

快
と

の
関
連
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
、
人

体
、
衣

裳
、
猥
褻
、
食

事

作
法

な
ど

が
肉
体
的
欲
望
充
足
の
形

式
と

し
て

考
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

洞
察
は
、
百
年
前
の
法
律
学
者
の
著
作
と
し
て
は
ま
こ
と
に
驚
異
的
か
つ
先

駆

的

な

洞

察

力

を

示

し

て

お

り

、
こ

の

一

世

紀

間

の

法

律

学

に

お

い
て

例

を

見
い
出
し
得
な
い
ほ
ど
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
示
し
て
い
る
。
上
記
の
よ

う

な

展

開

の

な

か

で

、

礼

儀

の

概

念
、

礼

儀

の

本

質

。

礼

儀

の

現

象
学

が

社

会

的

観

点

か

ら

考

察

さ

れ

、

敬

意

の
概

念

に

お

い
て

は

品

位

、

名

誉

、
人

格

、

門

地

、

官

名

な

ど

が

論

じ

ら

れ

る

。

礼
儀

の
外

的

モ

メ

ン

ト
と

内

的

モ

メ

ン

ト

と

の

関

連

に

お

い
て

は
、

法

と

道

徳

と

の

関
連

に
お

い
て

礼

儀

が

考

察

さ

れ

、

礼

儀

の

現

象

学

へ

と
至

る
。

こ

こ

で

は

、

礼
式

が

考

察

さ

れ

、

人

体

の

象

徴

学

に

お

い
て

座

る
こ

と

、

立

つ

こ

と

、

横

た

わ

る
こ

と

、

う

ず

く

ま

る

こ

と

、

屈

む

こ

と

、

握
手

す

る
こ

と

、

儀

礼

的

接

吻
が

考

察

さ

れ

る
。

時

空

の
象

徴

的
表

現

を
経

て

、
礼

儀

の
語

法

の

も

と

で

は

、

装

飾
的

形

容

詞

、

謙

遜

語

。

丁

寧

語

、

心

馳

せ

の
保

証

、

歓

迎

の

言

葉

、
願

い

の

言
葉

な
ど

の

言

語

論

が

展

開

さ

れ

、

礼

儀

の
文

章

論

で

は

、

ド

イ

ツ
語

特

有

の
人

称

代

名

詞

と
く

に

二
人

称

代

名

詞

と

礼

儀

と
の

関

連

が

論

究

さ

れ

る

。

『

ロ
ー

マ
法

の

精

神

』

と

同

様

に

『
法

に
お

け

る
目

的

』

も

ま

た

ト

ル

ソ

ー

に

終

わ

る
が

、

礼

儀

、

習

俗

、

慣
習

な
ど

の

一

般

理

論

に

つ

い

て

は

、

イ

ェ

ー

リ

ン
グ

の

他

に

は
、

テ

ン

ニ
ー

ス

と

マ
ッ

ク

ス

・
ヴ

ェ

ー
バ

ー
が

発

言

し

た
以

外

、

と

く

に
顕

著

な
論

著

は
見

ら

れ

な

い
。

そ

の
後

の

文

化

人

類

学

の

発

達

に

よ

り

個

別

の

研

究

報

告

は

多

い

が

、

テ

ン

ニ

ー

ス

『
慣

習

論

』

（
Ｄ
ｉｅ
　
Ｓ
ｉｔ
ｔｅ
）

を

仲

立

ち

に
し

て

、

イ

ェ

ー

リ

ン

グ

『
法

に

お
け

る

目

的

』

と

マ

ッ

ク

ス

・

ヴ

ェ

ー

バ

ー

『
経

済

と

社

会

』

が

問
題

意
識

を
共

有

し

て

い

る
こ

と

は

、

ほ

と

ん

ど

看

過

さ

れ
て

き

た
。

戦

後

ド

イ

ツ

社

会

学

の

な

か

で
、

エ
リ

ア

ス
に

よ

る

「
文

明
化

の
過

程
」



理

論

は

礼

儀

の

理

論

を

重

視

し

、

宮

廷

社

会

に

お

け

る

礼

儀

作

法

の

普

及

が

文
明
化
を
推
進
し
た
と
主
張
し
た
。
他
方
、
従
来
の
社
会
諸
科
学
が
、
近
代

に

な

っ

て

人

間

的

自

由

が

獲

得

・

実

現

さ

れ

て

き

た

と

す

る

の

に

対

し

て

、

エ

リ

ア

ス

は

、

礼

儀

の

普

遍

化

に

よ

っ

て

個

々

人

の

自

由

は

束

縛

さ

れ

、

感

情

の

暴

発

が

抑

制

さ

れ

て

い

く

こ

と

こ

そ

、

近

代

文

明

の

実

相

で

あ

る

、

と

主

張

し

て

い

る

。

ま

た

、

こ

の

点

に

関

し

て

、

Ｈ

・

Ｐ

・

デ

ュ

ル

の

反

論

も

次

々

と

大

作

を

も

っ

て

発

表

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

理

論

状

況

に

お

い

て

、

イ

ェ

ー

リ

ン

グ

、

テ

ン

ニ

ー

ス

、

ヴ

ェ

ー

バ

ー

な

ど

の

礼

儀

理

論

を

再

発
掘
し
、
そ
れ
を
レ
ヴ
イ
=
ス
ト
ロ
ー
ス
の
食
卓
マ
ナ
ー
論
や
エ
リ
ア
ス
、

デ

ュ

ル

の

礼

儀

理

論

に

関

連

さ

せ

る

作

業

は

、

必

須

の

も

の

で

あ

る

、

と

言

え

る

。

（
1
）
　
比
較
思
想
学
会
『
比
較
思
想
研
究
』
第
二
七
号
お
よ
び
同
号
別
冊
、
二
〇
〇

〇

年

、

参

照

。

（

２

）
　

バ

ー

ゼ

ル

大

学

図

書

館

手

稿

部

に

保

管

さ

れ

て

い

る

。

（

３

）
　

Ｗ

ｅ

ｂ
ｅ

ｒ
,
　

Ｍ

ａ
ｘ
:

　

Ｗ

ｉ
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ

ｈ
ａ

ｆ
ｔ
　
ｕ

ｎ

ｄ

　

Ｇ

ｅ
ｓ
ｅ

ｌ
ｌｓ
ｃ

ｈ
ａ

ｆ
ｔ
,
　

９

　
Ａ

ｕ

ｆ
ｌ
.　

１
９

２
２
,
　

３

Ａ

ｕ

ｆ
ｌ
.　

１
９
４

７
,
　
５

　
Ａ

ｕ

ｆ
ｌ
.
　

１
９
７

６

　（

Ｊ
.
　

Ｃ
.

　
Ｂ
.

　

Ｍ

ｏ

ｈ
ｒ
,
　
Ｔ

ｕ

ｂ
ｉ
ｎ
ｇ

ｅ
ｎ

）
｡

（

４

）
　
　

Ｉ
ｈ
ｅ

ｒ

ｉｎ

ｇ
「

　

Ｒ

ｕ

ｄ
ｏ

ｌ
ｐ

ｈ

　
ｖ

ｏ

ｎ
:

　

Ｄ

ｅ
ｒ

　
Ｚ
w

ｅ
ｃ

ｋ

　
i
m

　

Ｒ

ｅ
ｃ

ｈ

ｔ
,
　

３

　
Ａ

ｕ

ｆ
ｌ
.
,　

Ｂ

ｄ
.
　

Ｉ

１
８
９
３
,
　
Ｂ
ｄ
.
　
Ⅱ
　
１
８
９
８
　
（
Ｂ
ｒ
ｅ
ｉ
ｔ
ｋ
ｏ
ｐ
ｆ
　
ｕ
ｎ
ａ
　
Ｈ
ａ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｌ
,
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
ｉ
ｇ
）
.
山
口
訳
『
法

に

お

け

る

目

的

』

（

一

九

九

七

年

、

信

山

社

）
。

（

５

）
　

比

較

思

想

学

会

報

告

後

の

二

〇

〇

一

年

九

月

、

ロ

ン

ド

ン

の

Ｌ

Ｓ

Ｅ

　（

Ｌ
ｏ

ｎ
-

ｄ
ｏ
ｎ
　
S
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
　
ｏ
ｆ
　
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
）
で
開
催
さ
れ
た

マ
イ
ケ
ル
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ッ
卜
学
会
に
報
告
者
と
し
て
来
英
さ
れ
た
タ
ー
ナ
ー

教

授

と

直

接

に

意

見

交

換

を

し

、

こ

の

点

に

関

す

る

確

認

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

Ｓ

ｔ
ｅ

ｐ

ｈ

ｅ
ｎ

　

Ｐ
.
　

Ｔ

ｕ

ｒ
ｎ

ｅ
ｒ

　
ａ
ｎ

ｄ

　

Ｒ

ｅ
ｇ

ｉｓ

　
Ａ
.

　

Ｆ

ａ
ｃ

ｔ
ｏ
ｒ
,
　

Ｍ

ａ
ｘ

　

Ｗ

ｅ

ｂ
ｅ
ｒ
,

ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｌ

ａ
w

ｙ

ｅ
ｒ

　
ａ

ｓ

　
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉａ

ｌ
　

Ｔ

ｈ

ｉ
ｎ

ｋ

ｅ
ｒ
,
　

Ｒ

ｏ

ｕ

ｔ
ｌ
ｅ

ｄ
ｇ

ｅ

　
１
９

９
４
.

（
６
）
　
E
l
i
a
s
,
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
,
　
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｚ
ｅ
ｓ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｉ
ｖ
ｉ
ｌ
ｉ
ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
,
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｋ
ｅ

Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
,
　
１
９
６
９
.
赤
井
他
訳
『
文
明
化
の
過
程
』
上
、
下
（
一
九
七
七
年
、
法

政

大

学

出

版

局

）
。

（

や

ま

ぐ

ち

・

み

ち

ひ

こ

、

法

文

化

論

、

名

古

屋

経

済

大

学

教

授

）
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